
 

 

 

 ２学期、８１日間も７０名の児童は、学習に行事に元気いっぱい取り組みました。一人ひとりの

努力の成果が実った２学期であったと思います。保護者、地域の皆様方におかれましては、学校の

教育活動に温かいご支援・ご協力をいただきまして心より感謝申し上げます。 

★２学期、それぞれの学年が取り組んだことをトピックで紹介します。 

１年生は初めての文化祭でした。はじまりの挨拶もたくさん練習して立派にできました。発表は

「海の水はなぜきらきら」という題で、1年生の

学校生活の成長が感

じられる内容でし

た。サツマイモを 1

年生でも栽培しまし

た。地域の方にも販

売し喜んでもらいま

した。  

２年生は 9月から生活科で

大切に育てた大根をみんなで

収穫し、地域の方やお家の方

に販売することができまし

た。雨の中でしたが子どもた

ちの「いらっしゃいませ」と

いう大きな声が JA ひすいの駐

車場売場で響きました。 

 ３年生は、文化祭で発表した「ぼくらの歩いた塩

の道」を市民会館で行われたジオパーク交流学習会

でも堂々と披露

し、大勢の観客の

方からたくさんの

拍手をもらいまし

た。大野の歴史や

文化に詳しくなり

ました。 
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４年生は、４月か

ら齋藤さんや舟本さ

んから指導いただき

取り組んできたホタ

ル飼育活動を続け、

ホタルの幼虫を無事

に放流することがで

きました。文化祭や

発表朝会でもホタルの飼育の様子を発表しました。

これらの活動を通して濁澄川など自然環境保護の大切さを実感することができました。 

 ５年生、７人は年間を通して大野の米づくりについて

体験しながら学びまし

た。２学期は稲刈りや

新米を味わう会などを

通して大野の米づくり

について調べ、その成

果を文化祭で工夫を凝

らして発表することが

できました。 

６年生にとっては、すべての活動が小学校最後の活動

となりました。９月最初の東京への修学旅行から始まり、

親善陸上大会、文化祭、市音楽発表会などなど、毎日がフ

ル回転の２学期でした。８１日間、リーダーとして全校児

童を支えてくれました。特にファミリー班がかかわる活動

は６年生なしには語れません。６年生１１名一人ひとりに

感謝です！来年はいよいよ小学校最後の３学期です。「終

わりよければすべてよし」この冬休みからまとめの学期に

向けて充実した日々を過ごしてほしいものです。 

 

 

 

  

★年賀状は昨年から、1月の学校だよりに代えさせていただいています。 

地域、保護者の皆様におかれましては、よいお年をお迎えください。 

来年も大野小学校をよろしくお願いいたします。        校長 長谷川明寿                        



『脳のはたらきを活かした記憶法』 

クリスマスやお正月、子どもたちにとっては楽しみな冬休みですが、おうちの人にとっては手間

が増えて大変だと感じることも多いでしょう。冬休みは、イベントはイベントで楽しみながら、1日

の中で勉強する時間帯を決めて、「勉強するときはする・楽しむときは楽しむ」と、けじめをつけて

過ごすことが大切です。ダラダラ長い時間するのではなく、集中して勉強に取り組むことで、余暇が

生まれ、思い切り遊びを楽しむことができます。 

そこで今回は、脳のはたらきを上手に活用した「効率的な記憶法を」紹介します。 

記憶を取り出す働きをするのは、大脳の中の前頭前野です。つまり前頭前野を鍛

えれば、記憶力が上がるというわけです。そこで問題です。次の３つのうち、覚え

るためのよい勉強法はどれでしょう。 

①だまって読む。 ②音楽を聴きながらだまって読む。 ③音読や書き取りをする。 

  正解は、③です。音読や書き取りをしながら覚えると、記憶力が 20％もアップするそうです。こ

の結果から、次のことが言えます。 

短時間の音読や計算、書き取りは、脳をフル回転させるための準備運動と考える

ことができそうです。学校では、昨年度から百マス計算や音読を毎日行い、前頭前

野を鍛えています。この習慣を冬休みも継続してほしいです。百マス計算は、ノー

トのマス目を使って簡単に作ることができますし、インターネットの無料サイトで

入手することもできます（参考：「脳っておもしろい３」川島隆太監修 岩崎書店） 

  

 

 

今年は早くから積雪があり、子どもたちは大喜びですが、危険も倍増しています。さまざまな危険

から自分の命を守るために、以下のことを繰り返し指導しています。 

飛び出しをしない・・・道路を横断するときは、必ず止まって左右確認する！ 

           道路を横断するときは、できるだけ横断歩道を渡る。 

右側を歩く・・・・・・横に広がらない。（雪で道幅が狭くなっている） 

危険な場所で遊ばない・・雪捨て場、除雪車の近く、線路、工場の敷地、川や用水路の近く 

            落雪の危険がある場所 など 

暗くなる前に家に帰る・・事故防止、誘拐等の被害予防 

※雪が積もったり道路が凍結したりしているときは、自転車乗りは禁止です。 

  

他にも、「子どもだけで校区外へ行かない」「子どもだけでゲームセンターや

ゲームコーナーで遊ばない」「用もなく店に入らない」「他人の家の敷地に用もなく入らない」など

を指導しています。 

地域で危険な行動や気になる行動（いじめにつながりそうな言動も含めて）を見かけられました

ら、ぜひ、その場でご指導いただき、学校へもお知らせください。 

（お知らせいただく場合、より具体的な情報をいただけると助かります） 

 毎日の学習の初めに計算や音読などを取り入れると、前頭前野がよくはたらき、記憶力が上がる。 

 



 

 

 

☆換気の必要性☆ 

 下の表はインフルエンザの患者が部屋でくしゃみをした場

合、どのくらいウイルスが生きているか実験したものです。 

 その結果、締め切った部屋では９時間たっても５０００個の

ウイルスが生き続けているということです。 

 
インフルエンザの患者がいなくても、大勢の人が部屋にいた

場合、二酸化炭素の濃度が高くなり、気分が悪くなることが知

られています。 

大野小では１年に１回、二酸化炭素濃度の環境検査を薬剤師

からしてもらっていますが、締め切った部屋では確実に二酸化

炭素の濃度があがっていきます。 

冬は窓を閉め切っている生活だと思いますが、２つの理由か

ら換気は必要です。 

 

大野小の昨年度のインフルエンザの流行は１月の中旬か 

らでした。その前の年は２月の下旬からでした。今年は流 

行の時期が早まる可能性があります。この時期は感染性胃 

腸炎にも注意が必要です。手洗い、うがいと規則正しい生 

活習慣で感染症を予防しましょう。 

 

 

 
１月の主な予定 
 
 

日

+A
曜 行    事

1 月 元日

2 火 閉庁日

3 水 閉庁日

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月 成人の日

9 火
３学期始業式・詩吟の会

池亀栄養士来校日

10 水
委員会⑯

校内書き初め大会（午前中）

11 木 ＡＬＴマリッサ５限６年生

12 金
ＡＬＴマリッサ５限５年生

13 土

14 日

15 月 ＡＬＴマリッサ５限４年生

16 火
児童朝会（大縄）

三代相談員来校日

17 水
糸中体験入学

手塩の会読み聞かせ

18 木 ＡＬＴマリッサ５限６年生

19 金 ＡＬＴマリッサ５限５年生

20 土

21 日

22 月
諸経費振替日

ＡＬＴマリッサ５限３年生

23 火
池亀栄養士来校日

全校朝会（スキーについて）

24 水

25 木
スキー教室予定日

諸経費再振替日

26 金
ＡＬＴマリッサ５限５年生

６限６年生

27 土 漢字検定２回目

28 日 青少協スキー・スノボの集い

29 月

30 火

31 水


